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概要 

本研究では、膝関節の関節動態を定量評価するスマートフォンアプリを開発した。従来の Modified 

Ashworth Scale(以下 MAS) などの主観的評価に代わり、振り子運動を撮影・解析し、粘性・剛性・拘

縮の指標を算出し、関節拘縮の有無を迅速に判断できるシステムを構築した。 

 

１．はじめに 

 高齢化に伴い脳血管障害の罹患者数が増加し[1]、

筋緊張異常が多く見られる。現行方法は主観的評

価を行っており、医師の経験依存性が高い。その

ため、客観的評価方法が求められている。本研究

では、スマートフォンで下腿の振り子運動を撮影

し、モデル解析により粘性・剛性・痙縮の指標を算

出。このデータを関係者間で共有し、診療や説明

に活用できるシステムの構築を目的としている。 

２．開発概要 

開発しているシステムの構成図を図１に示す。

本研究では、単振り子の運動を参考し、下腿の振

り子運動モデルを構築した。スマートフォンカメ

ラにより、膝関節の振り子運動を観察するために、

患者の大腿部・膝関節・足首関節にそれぞれ三つ

のマーカーを図 1 に示すように貼付した。ユーザ

情報とカメラが撮った動画をサーバーにあるモデ

ル解析システムに送信する。このモデル解析シス

テムを用いて、画像処理によるマーカーを識別し

て膝関節角度を算出し、カーブフィッテングによ

る膝関節の拘束性や痙縮性を評価する指標減衰係

数、固有角周波数、粘性係数、弾性係数を一気に算

出する。その後、カーブフィッテング結果とこれ

らの指標をユーザスマートフォンに出力する。 

３．まとめ 

下肢麻痺者のリハビリ支援システムを構築し、

スマートフォンで膝関節運動を計測し、振り子モ

デルに基づく評価値を算出・確認した。 
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図１ 全体システム構成図 


